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登録販売者 
令和5年 「試験問題作成に関する手引き」 改訂  

 

 

重要改訂ポイントまとめ 
 

登録販売者試験問題作成に関する手引きは、厚生労働省により令和5年4

月に改訂されました。 

この手引きは、試験問題作成に関する手引き（令和５年４月）として、厚生労働

省のウェブサイトで公開されています。 

 

(1) 登録販売者試験問題作成に関する手引き（令和 5年4月） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000082537.html. 

(2) 医薬品の販売制度 ｜厚生労働省 - mhlw.go.jp. 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000082514.html. 

(3) これまでの登録販売者試験手引き. 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000045312/index_00001

.html. 
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改訂の全体像 
 

「登録販売者試験問題作成に関する手引き」の改正点のうち 

試験に影響が出そうなものは大きく３つ。 

 

第３章 

ボレイの基原 （誤字修正） 

× ボレイ（イボタガキ科のカキの貝殻を基原とする生薬） 

 ↓ 

〇 ボレイ（イタボガキ科のカキの貝殻を基原とする生薬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・（中略）・・・ 
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第４章 

店舗管理者等の要件を緩和 

【概要】 

→ 登録販売者が店舗管理者になれる条件を追加 （ゆるやかに）！ 

「２年」→「１年」と、従事期間が短くてもなれるように改正した！ 

 

登録販売者が店舗管理者になる要件について、従来の要件に加え、 

〇過去５年間のうち、従事期間が通算して１年以上であり、かつ、毎年度の受講が求められて

いる継続的研修に加え、店舗又は区域の管理及び法令遵守に関する追加的な研修を修了し

た場合を加えた。 

〇また、従事期間 1年以上、過去に店舗管理者として従事経験のある登録販売者も認められ

ることになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 これまで 今後（追加） 

期間 過去５年のうち２年 過去５年のうち１年 

時間 

（A）80時間以上従事した月が

24回以上 

もしくは 

（B）合計で 1920時間以上従事 

（C）160時間以上従事した月が

12回以上 

もしくは 

（D）合計で 1920時間以上従事 

研修 

 通常の外部研修（継続的研修） 

に加えて 

追加的な研修を修了 

する必要あり 

（E） ただし、従事期間が通算１年以上で、かつ過去に店舗管理者等として業務に

従事した経験がある人も店舗管理者になれる。 
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第４章 

研修中の登録販売者 

→ 管理者要件を満たさない人は「研修中の登録販売者」 

 「研修中」の登録販売者は、容易にわかるよう「名札」を着用！ 

 「研修中」の登録販売者は、薬剤師又は登録販売者の管理・指導の下で実務に従事！ 

 

※管理者要件緩和により、従事期間２年未満でも、「１年以上」の要件を満たすに至ったら 

・「研修中」の名札を外せる 

・研修中の登録販売者の管理及び指導を行える 

・選任されれば、管理者になれる 
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第４章 

濫用等のおそれがある成分 

→ これまでは『〇〇薬に限る』といった細かい条件があったが、削除 
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学習のポイント 
①改正点の確認 

→時間を取られすぎないこと！ 

②「従来通りの学習」 

→ここに注力すること！ 

上記①②の徹底が、合格に極めて重要！ 

 

・・・その根拠は？ 

☑改訂分量 
正誤に関わる改訂部分は、全体の数％に過ぎない 

☑学問・研究の観点 
医学・薬学・人体・・・これらの知見が、ある年に根本的に変更するか（変更点は本質か）？ 

☑試験で求められること（どんな人に合格してほしいか？） 

改訂された分野だけ知っている人が合格すべきか？ 

☑問題作成者の視点 
全問題を新規作成した場合のコスト・時間・没問発生のリスク等・・・ 

※基本的には、過去問を流用しながら、今年の本試験問題が作成されています 

 


